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Manusmrti の注釈文献
―Manutika と Manvarthamuktavali•\

沼 田 一 郎

[は じめ に]

Manusmrti[Manu]に は現在9種 類 の注釈が知 られて いる.そ の中で,Bhai-uci

作MalZUSasty'avlvat'ana[Viv]は 最 も古 く,比 較的近年 にな つて か ら校 訂出版,英

訳 されたD.そ れまでは,MedhatithiのMamわhasya[Bha]が 最 古 とされ ていたが,

DerrettはManuの 全 篇 にわたってBhaに よ るVivの 引 用箇所 を示 し,そ れが更 に

KautilyaのAπhasastra[Arth]に 源 泉 を持つ ことを明 らか にした2).こ の 両古注 の

対応 関係 は王権論 を扱 う第7章 において,よ り鮮明 であ り,偶 によつては注釈文

の大半 がArthか らの引用 に終始す ることもあるほ どであ る.

この ように古注 の存在 す るこ とが知 られつ つ も,Manu研 究 の最初期以来,翻 訳

の際 に参照 され,い わば 「流布本」として扱われ るの はKulluka作Maflvczrthccfnuktavali

[Mukt]で あ る3).MulctはViv,Bhaよ り新 しいが,そ の簡 に して要 を得 た注釈 の

故 に重用 されてい る.

MuktはMedhatithiの 名 に言及 し,Bhaを 直 接参 照 してい るが,そ れ と同時 に

Majzutika[箕]の 作者 で あ るGovindarajaの 名 を も挙 げて い る.7iは 年 代 的 には

BhaとMuktの 中 間 に位置 し,4)こ れ まで に単独 で出版 され た ことはな く,大 き く

取 り上げ られた こ ともない.し か しMuktを 参 照す る場合,先 行す る π の内容 を

詳 しく検 討す る必要が あ る.す なわち,Derrettの 研 究を踏 まえるな らば,注 釈相

互 とArthと の 間には緊密な関係が想定 され るので あ り,Vivか らMuktま で の4注

釈 の間でそれ につ いて検 討す る必要 が ある と言 え るので ある.こ れ ら4注 釈 は明

瞭 な引用,影 響関係 にあ るが,そ れ は次 の5パ ター ンに大別で き る.

[1]Viv-Bha,Ti-Muktは それ ぞれ対応 す るが,別 系統 であ る.

[2]Viv-Bha-一Mulctが 対 応 し,Arthに 対 応箇所 があ る.

[3]Ti-Muktの みが対応 す る.

[4]Viv-Bhaの み が対応 し,Arthに 対 応箇所が ある.
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(24) Manusinrtiの 注 釈 文 献(沼 田)

[5]Viv-Bhaの み が対応 し,Arthに は対応箇 所が ない1

[4]と[5]に つ いてはその大 半がDerrettに よ つて既に指摘 されて い るので,こ

こで は残 りの3パ ター ンにつ いて具体例 を示 して検討す る ことに したい .

な お,Manuの 注 釈 とArthど の関係 とい う点で は,内 容 的に第7章 が重要で あ

り,ま た紙幅 の制約 か らも本稿で は主 として第7章 を扱 うこととす る.

[i]

7. 156 

etch prakrtayo mi lam mandalasya samasatah / 

astau canyah samakhyata dvadasaiva to tah smrtah //

これらの[4種 の]諸 要素は,つ まり,国 際関係(manda1a)の 根 幹である.

またこれ以外の8種 が列挙され,そ れら[要 素]は12で あると言われている.

Viv-Bhaと,7i.Muktで は 以下 に示す よ うに 「これ以外の8種 」 についての解釈

が異な るので ある.

Viv

etch prakrtayo mandalasya vydkhyatdh. 

astau canya asam prakrtindm ekaikasyah 

prakrter mitram mitramitram ceti dve 

dve prakrti ucyate. 

ekd astau canyah prasamkhyatah. 

evam ubhayato'pi dvadaga bhavanti.

Bhd

etch snMlah / 

eta mulaprakrtayo mandalasya vydkhydtdh / 

astau canyah / asam catasrnam / prakrtindm 

ekaikasyah prakrter mitram amitram ceti dve 

dve prakrti 

eta astau ddyds catasra / 

evam ubhayato dvadasa bhavanti /

・4種 の要素  madhyama, vijigisu, udasina, satru
・8種 の要 素:4種 の それ ぞれ に あ る 味 方(mitra) ,味 方 の 味 方(mitram-mitra)。

r

eta iti / 5' 

eta madhyamadyas catasrah prakrtayah l 

samksapena mandalasya mulam anyasam 

prakrtinam abhyah prasuter eta mulam ity 

ucyante / 

anyas castau samakhyatah l 

tad yathagrato bhutanam mitram amitram

Mukt

eta ity adi / 

eta madhyamadyas catasrah prakrtayah 

samksepena mandalasya mulam aparasam 

abhidhasyamaprakrtinam amatyadinam 

mulam ity ucyate/ 

anyas castau samakhyatah l 

tad yatha-agrato 'ribhuminam mitram, arim-
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mitramitrani, arimitram ceti/ 

evam anyas catasro bhavanti/ 

pascac ca parsnigraha akranda parsnigraha-

sara akrandasara iti catasra 

evam astau mulaprakrtibhis catasrbhih saha 

dvadasa prakrtayah smrtah /

itram, mitramitram arimitramitram cety 

evam catasrah, prakrtayo bhavanti / 

pascac parsnigrahah akrandah parsnigra-

hasarah, akrandasara iti catasrah 

evam astau prakrtayo bhavanti / 

purvoktabhis ca madhyamarivijigisudasinas 

catrurupabhih mulaprakrtibhih saha dvada~a-

itah prakrtayah smrtah /
・4種 の要素 madhyama, vijigisu, udasina, satru
・8種 の要素:敵 の前方にいる 「味方,敵,味 方の味方,敵 の味方」,敵 の背後の 「敵,

味方,敵 の味方,味 方の味方」.

い ずれ も合計 とす る12要 素で あ るが,Viv-BhaとTZ-Muκtの 記述 は別系統 に属 し

てい る.後 者 はArth6.2を 受 けた もので あ り,M傭 以降の諸注釈 に も継承 され る

説 であ る.

[?]

7.52 

 saptakasyasya vargasya sarvatraivanusarnginah / 

 purvam purvam gurutaram viditva vyasanam atmavan //

[王は]自 身を保ち,い たる所に満ちているこれら1群 の7種 の[悪 徳の]中 では先行す

る悪徳ほど重大であると知れ.

7.45-53はvyasanaの 克 服 が課題 で ある.vyasanaは 「欲 望か ら生 じるもの(kama-

ja)」 と 「怒 りか ら生 じるもの(krodhaja)」 とに分類 され,そ れぞれの グルー プ内

での悪性度 を示 して い るので ある.こ の偶の注釈 はいずれ も長文 にわた り,紙 幅

の都合 で ここにテ キス ト全体 を示 す ことがで きないので,要 点 を記 す る と以下 の

通 りで ある.

この偶 につ いては,4注 釈 いず れ も細部 の表 現上 の差 異を別 にす れば ほぼ一二致

している と言って よい.注 釈 の記述 にはArth8.3が 対 応 す ることがDerrettに よつ

て示 されたが,実 は両者 の結論 は次 の よ うに異 なってい る.

注 釈 はいずれ も 「欲望 か ら生 じる」4種 のvyasanaに つ いて,Arthの 記 述 をほぼ

その まま踏襲 してそれぞれ の長所 と欠点 を挙 げ,そ の悪性度 を比較 す る.と ころ

が,結 論で あ る 「飲酒 〉賭博,賭 博 〉女,女 〉狩猟 」 はいず れ もArthに よ って

誤 った見解 として斥 け られてい るもので あ る.注 釈 はManu本 文 の記述 「先行 す
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る悪徳 ほ ど重大 で ある」 に従 つて 「飲 酒 〉賭博 〉女 〉狩 猟」 と結論 す るが ,A7th

の 「飲酒 〉女 〉賭博 〉狩猟」 とは異 なってい るので あ る.「 怒 りか ら生 じる」3種

のvyasanaに つ いて も同様 で,Arthの 記 述 を用 いなが ら,結 論 は異 なるもの となつ

てい る.

7.154 

 krtsnam ca astavidham karma pancavargam ca tattvatah / 

 anuragaparagau ca pracaram mandalasya ca //

ま た,8種 類 の一 切 の職 務 と,5種 か ら な る1群 の もの,

諸 国(mandala)の 友 好 ・敵 対 と行 状 に つ い て 正 し く[考 え よ].

こ こ で 問 題 に な る の は,「8種 類 」 と 「5種 類 」 の 内 容 で あ る .Viv-Bhaは 次 の よ

う な 構 成 で 注 釈 して い る.

<1>「8種 類 の 職 務 」 を3通 りに 説 明 す る

(1)未 着 手 の こ とを開 始 す る(akrtarambha),実 行 中 の こ とを継 続 す る(arabdhasya∧anust-

hana),継 続 中 の こ とを 変 更 す る(anusthitavisesana),職 務 の 結 果 を享 受 す る

(karmaphalasamgraha),協 議,分 離 贈 与,軍 事 力(sama-bheda.dana.danda).

(2)農 業(krsi),商 業(vanikpatha),水 中 に 堤 防 を 築 く(udakesetubandhana),築 城

(durgakara),既 存 の 施 設 を 維 持 す る(krtasyavatatsamskara),ゾ ウ の捕 獲(hastiband-

hana),鉱 物 の 採 掘(khanikhanana),未 開 地 へ の 入 植(sunyanivesana),樹 木 の 伐 採

(daruvanacchedana).s'

(3)獲 得(adana),消 費(visarga),解 放(praisa),制 限(nisedha),特 定 の 問 題 につ い て の

議 論(arthavacana),訴 訟 の審 理(vyavahara〈iksana),刑 罰(danda),膿 罪(suddhi).7)

〈2>「5種 」 を 「ス パ イ 集 団(Muktに よ れ ばcaravarga)」 と解 し,Arthl.llに よ り説 明 す る.

詐 欺 学 生(kapatika)8)破 壊 僧(udasthita),家 長 に扮 し た も の(grhapativyaiijana),商 人

に扮 した も の(vaidehakavyalijana),苦 行 者 に扮 した もの(tapasavyanjana).

<3>Arth1.12.23-24を 引用 す る.

<4>注 釈 終 了 を宣 言 す る.

箕 は こ れ ら の 中 で は<1>の(2),<3><4>を 採 用 す る が,Muktは そ れ に 加 え て

<1>の(1)に つ い て 「Medhatithiの 見 解(inedhatithis tu…ity aha)」 と し て 言 及 す

る.MuktはTiの 説 を 継 承 す る こ と を 原 則 と し、 別 説 と し てBhaを 紹 介 し て い る

のであ る。
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[3]

7.119 

 dasi kulam to bhunjita vimsi pancakulani ca / 

 gramam gramasatadhyaksah sahasradhipatih puram //

10[村 落]の 長は1ク ラを,そ して20[村 落]の 長は5ク ラを享受せよ.

lOO村 落 の長は1村 落を,1000[村 落]の 長は1都 市を。

この偶 の注釈 で は,Viv-Bhaに は対応関係 はない。一方 】庁一Muktは 、 以下 のよ う

にほぼ全文一致 す る。 一Mulctは 冒 頭 にHayitczsmrtiか ら1偶 を引用 し,1ク ラが ど

の程度 の広 さの土地 で あるか を説 明 してお り,11a7ztasmrtiか らの引用 を含 めて,後

代 の注釈家 に も継承 され る記述 であ る。9)

77 

astagavam dharmahalam sangavam jivitarthina-

m/ 

caturgavam grhasthanam trigavam brahmagha-

tinam // 

iti haritah / 

sadgavam madhyamam halam taddvigunam 

kulam manyante / 

tena madhyamena haladvayena yavati bhur 

vahyate tatphalam dasadhipatih bhrtyartham 

bhunj ita / 

evam vimsatyadhipatih pancakulani satadhi-

patir madhyamam gramam sahasrddhipatir 

madhyamam puram

Mukt 

astagavam dharmahalam sangavam jivitarthina-

m/ 

caturgavam grhasthanam trigavam brahmagha-

tinam // 

iti haritasmaranat / 

sadgavam madhyamam halam iti 

tatha vidhahaladvaye-

na yavati bhumir vahyate tat kulam 

iti vadati tad dasagramadhipatir vrttyartham 

bhunjita evam vimsatyadhipatih pancakulani 

satadhipatir madhyamam gramam sahasra-

dhipatir madhyamam puram

結論

複数あるManuの 注釈文献相互の関係を、Arthを も視野に入れて明らかにする

ためには、 さらに多 くの資料を提示する必要があるが、ここではそれらをもふま

えて知 られる事実を要約 して結論 とする.

[1]Manuの 古い注釈は後代の注釈家によって参照され、その所説は継承 されてい

る。
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[2]少 な くとも古注 には 〈Viv―Bha>,〈Ti―Mukt>と い う2つ の系統 があ る.

[3]Manu本 文 の語義解釈 にお いて両系統 が一 致す る場合Arthの 記 述 に依 ること

があ るが,異 なる結論 を導 くこ とが ある。

1) Derrett, JDM : Bharuci's Commentary on the. Manusmrti (The Man u-sastra-vivarana, Books

6-12) Text, Translation and Notes, 2vols, 1975. Ramanuja は自派の学匠として Bharuci の

名 を あ げ て い る.な お, Bharuci と法律学との関連は既に中村元博士によって示唆され

て い る。 『ヴ ェー ダー ン タ 哲学 の 発展 』pp.8-9.

2) Derrett : Newly Discovered Contact between Arthasastra and Dharmasdstra : The Role of 

 Bharuci, ZDMG. 115-1,1965,135-142 ; A jurist and his sources : Medhatithi's use of Bharuci,

ALB. 30,1967,1-22 (いずれも Essays in Classical and Modern Hindu Law, I に収められて

い る)

3)古 くは W. Jones や G. Bilhler の英訳,最 近では渡瀬信之氏の日本語訳.

4) Kane に よ る と, Bha : 9C, 77: 11C, Mukt : 13Cで あ る.

5) Ti によって冒頭に引用される11fanu本 文 のテキス トが流布本 と異なる場合にはTiは そ

の全体を提示するので,Tiが 依 るManuの テ キス トはこれによって知ることができる.
　

校 訂 者 は 、Manuの ヴ ァ リ ァ ン ト と 気 づ か な い こ と も あ る よ う だ が,第7章 で は

13,14,23,30,32,66,70,71,77,82,85,86,97,104,126,133,135,140,157,160,161,164,186,194,198,

200,206,215で 確 認 さ れ る.

6)Bhaはkrsiを 欠 く.Nandnaの Manavaykhyna が 「Kamandaka によって述べられる」

と言うように,こ の8種 め職務 は Kamandaki の Nitisara 5.77 に見 え る.

7)こ れは 「ウシャナスの偈 (ausanasa sloka)」 と され る.

8)Tiの 両刊本 とも karpatika (遊行者)と するが, kapatika とす るべ き で あ る.

9)た だ し, Haritasmrti (5-8C) は Viv-Bha の時代には存在 しなかった可能性もあるから

引用されないのも当然 と言えるかも知れない.

<キ ー ワー ド〉 Manusmrti, Manutika, Manvarthamuktavali, Govindaraja, Kulluka

(北海道大学助手)
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